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FIG第５分科会の活動と
⽇本の貢献

第５分科会委員⻑
国⼟地理院 宮原伐折羅
平成29年３⽉27⽇
⽇本測量者連盟講演会

内容

１）第五分科会の活動
• ⽬的と構成
• 2016年の活動

- FIGワーキングウィーク
- 実務者のための技術セミナー

• 2017年の活動予定
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FIG第５分科会 –測位と計測-

分科会の⽬的
• 技術とその発展を焦点として，⽬的に応じた最適な⼿法と

技術を選べるよう，ガイドライン・推奨を通じて，測量者
・技術者・専⾨家を⽀援

• 他のFIG分科会・他の国際機関との連携、適切な会合への参
加、適切な出版物の準備を通じて技術開発を促進

• FIGワーキングウィーク・FIG地域会議・他の関係技術会合
において分科会と作業部会の活動に参加・促進
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分科会⻑（2015〜2018年）
Volker Schwieger教授
シュツットガルト⼤学

第５分科会の作業部会
作業部会5.1 「標準・品質確保・キャリブレーション」

ISO TC211・TC172等と連携
作業部会5.2「基準座標系」

測量者のための三次元座標系（地球規模・地域・国家）
IAGの第１分科会「基準系」、ISO TC211と連携

作業部会5.3 「⾼さ基準系」
⾼さ基準系への需要を受けて2015年に新設
⾼さ基準系に関する教育を⾏う

作業部会5.4 「GNSS」
解析プログラムをはじめとするGNSS測位技術
ICG・IAG-WG4.5.4と連携

作業部会5.5 「複数センサー」
GNSS測位ができない環境化の測位・UAVも扱う

作業部会5.6 「費⽤対効果の良い測位」
⽬的に応じた費⽤対効果の良い測位について、教育、普及、開発、
意思決定者の⽀援を⾏う 3

※IAG：国際測地学協会 ICG:衛星航法システムに関する国際委員会



FIG第５分科会の活動 2016年

• FIGワーキングウィーク2016
年次会合（FIG総会・技術セッション）
2015年はニュージーランド国
クライストチャーチで開催
テーマは、災害復興における測量の役割
第５分科会の技術セッションでは
国⼟地理院から４件の報告

・基準系の再構築（東⽇本震災後）
・⽇本の重⼒ジオイド・モデル
・マルチGNSS解析ソフトウェア

（GSILIB)
・地震規模早期推定のための

リアルタイムGNSS測位システム
第５分科会年次会合を開催

2015〜2018年の活動⽅針を議論
後述の実務技術セミナーの開催を提案 4

FIGワーキングウィーク2016での発表
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基準系の再構築（東⽇本震災後） マルチGNSS解析ソフトウェア（GSILIB)

⽇本の重⼒ジオイド・モデル 地震規模早期推定のためのリアルタイムGNSS測位システム



実務者のための技術セミナー2012〜2015年

• 実務者のための技術セミナー
基準座標系に関する教育のために
第５分科会・IAG・UN-GGIM-APが共催
2012年イタリア
2013年フィリピン
2015年シンガポール
2016年は５⽉にニュージーランド

10⽉にマレーシアで開催
⽇本からは第2回以降、講師として参加
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2015年シンガポールセミナー（⾼さ基準系）

2013年フィリピンセミナー（三次元基準系）

実務者のための技術セミナー 2016年

• 実務者のための技術セミナー（2016年ニュージーランド）
基準座標系と地殻変動をテーマに開催
地殻変動が⼤きい国での座標系の扱い
⽇本の測地基準座標系の仕組みを紹介

地震後の測量成果の改定
セミダイナミック補正
⽇本のジオイド2011

• 実務者のための技術セミナー（2016年マレーシア）
UN-GGIM-AP第5回総会にあわせて
GNSSと基準座標系をテーマに開催
各国からGNSS観測網の報告
基準座標系の構築・維持・管理での役割
⽇本のGNSS観測網（GEONET）と
測地基準座標系への利活⽤を紹介

7



実務者のための技術セミナー 2016年

8
⽇本の測地基準座標系の仕組みを紹介 GEONETと測地基準座標系への利活⽤を紹介

今後のFIG第５分科会の活動 2017年

• FIGワーキングウィーク2017
2017年はフィンランド国
ヘルシンキで開催
テーマは、
「明⽇の世界を測る

-デジタル化から拡張現実へ-」
国⼟地理院は、技術セッションで
2件の発表を予定

⼲渉SARによる3次元地殻変動
都市域でのGNSS測位精度の
改善⼿法の開発

第5分科会の年次会合
作業部会5.3「⾼さ基準系」会合
に参加予定
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今後のFIG第５分科会の活動 2017年

• 実務者のための技術セミナー（2017年神⼾）
2017年は7⽉29〜30⽇に神⼾で開催
⽇本測量者連盟、国⼟地理院が
IAG、FIG、UN-GGIM-AP、ICGと
共同で実施
テーマは、測地基準座標系と地殻変動
IAG、IGS（NASA)、ICGなど
海外から多くの著名な講師が講演
⽇本からは京⼤防災研橋本教授、
国⼟地理院が講演

5⽉30⽇まで参加登録を受付中
※測量CPD対象
詳細は⽇本測量者連盟のHPで
http://www.jsurvey.jp/jfs/kobe-seminar.pdf
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http://www.jsurvey.jp/jfs/kobe-seminar.pdf

今後のFIG第５分科会の活動 2017年

• FIGワーキングウィーク、実務者のための技術セミナーへの
参加を通じて、⽇本の技術・経験を共有

• 2017年は、神⼾で技術セミナーを共催

• 第5分科会では、3次元の座標系のガイドラインを公開
• 引き続き、⾼さ基準系について作成を検討
• 活動への参加を募集中（国⼟地理院は作業部会5.3に参加中）

11https://www.fig.net/resources/publications/figpub/pub64/Figpub64.pdf


